
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回天白警察署協議会（定例会）

令和５年12月５日（火）
午後４時から午後５時30分までの間

日 時 ・ 場 所

天白警察署講堂

１ 委員
下脇田 努 会長 竹居 義彦 副会長
川中 倫代 委員 吉野 孝子 委員
鳥原 久資 委員 櫻井 真弥 委員
横地 良和 委員 連 史之 委員
佐野 聖子 委員 樋口 義博 委員

以上10名（定数10名）

出 席 者 ２ 警察署員
杉原署長 児玉副署長
山本警務課長 村上会計課長 和田地域課長
伊藤刑事課長 雪下交通課長
生活安全係長

以上８名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 効果的な交通事故抑止施策

１ 若者と連携した広報啓発活動の推進

答申等の概要 ２ 取締り効果を発揮するため、赤色灯の常時点灯、駅付近
や人通りの多い地区、抜け道での取締り強化及びパトロー
ルの推進

そ の 他 次回開催予定 令和６年２月中旬
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶他

(1) 署長挨拶

(2) 管内の犯罪発生状況（生活安全係長説明）

３ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況（地域課長説明）

(1) 諮問事項

パトカー事故と今後の安全対策

(2) 答申事項

ア 再発防止を徹底した上で、地域住民に安心感を与える警戒活動

イ 追尾中、助手席の署員に安全確認の徹底

(3) 推進施策

ア 答申事項アについて

(ｱ) 再発防止の徹底

(ｲ) 基本的な車両訓練

(ｳ) 実務を想定した訓練

(ｴ) 危険予知のトレーニング

(ｵ) 臨床心理士による教養

(ｶ) 地域住民に安心感を与える警戒活動

通学路における見守り活動の実施

(ｷ) 赤色灯常時点灯活動

イ 答申事項イについて

(ｱ) 追尾中、助手席の署員による安全確認の徹底
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

(ｲ) 教養資料の発行及び掲示

(ｳ) パトカーの助手席に「指差し確認」のステッカーを添付し注意喚起

を実施

４ 諮問

(1) 諮問事項

効果的な交通事故抑止施策

(2) 諮問事項の設定理由（交通課長説明）

当署では、本年、人身交通事故の発生が前年対比で10パーセント増で推

移しているところであり、交通死亡事故を含むすべての人身交通事故の発

生の抑止が課題であることから、本諮問事項とした。

(ｱ) 天白区の交通事故情勢

(ｲ) 当署管内で発生した死亡事故概要説明

(ｳ) 天白区内の交通事故の特徴

発生時間帯別、発生場所別、負傷者年代別及び事故類型別を説明

(ｴ) 交通課の各係別の取組状況

５ 協議

委員 ・ 年が明け春先になると初心者マークを付けた車両や新入学生も多

数見受けられる。これらを対象とした教養や訓練を実施したらどう

か。

委員 ・ ヘルメットの着用は努力義務ではあるが、着用率が低いように感

じる。特に学生のヘルメット着用や反射材の着用を促進するため、

各学校に協力を依頼することも必要ではないか。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ ヘルメットの着用促進を図るため、安全教室などで多種多様のヘ

ルメットを展示したらどうか。

委員 ・ 運転免許証を取得していない者は、車両の死角を認識していない。

運転免許証を取得していない者に対し、車両の死角について指導す

ることが必要ではないか。

委員 ・ 交通事故防止に関する教養は日本人だけでなく、外国人運転手に

も必要ではないか。また、路面に表示してある記号をもう少し手前

に表示することで、外国人にもわかりやすく急な車線変更をするこ

とが防止できるのではないか。

委員 ・ 滋賀県内に設置されている「飛び出し坊や」のような看板を設置

することで効果が期待できる。

委員 ・ 道路環境の整備も事故防止に必要。最近は路面にカラー舗装が施

されており交通事故防止に役立っている。

委員 ・ 若者に対する広報啓発活動はＳＮＳを活用し、積極的に配信する

ことも必要である。

委員 ・ 各学区が管理する「青色防犯パトロール隊」に協力を依頼したら

どうか。「青色防犯パトロール隊」とともに、防犯活動と併せて

反射材を着装した警察官や市民と一緒になってパトロールを実施し

たらどうか。

委員 ・ 住宅街における「抜け道対策」も必要ではないか。注意喚起の看

板を設置するにあたり、関係機関の柔軟な対応が求められる。

委員 ・ 以前、自転車のブレーキが利かず壁に激突した事故があった。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

自転車などの整備状況を確認・指導することで交通事故が防げるの

ではないか。

委員 ・ 愛知県の交通事故死者を減少させるために、各種交通安全キャン

ペーンを実施しているので継続をお願いする。

委員 ・ 愛知県が交通事故死者数が全国ワースト１位であることや、天白

署の交通事故発生状況について区民の認知度が低いのではないか。

委員 ・ 無事故日数などを公的機関や商業施設などに掲示したらどうか。

委員 ・ 交通課長から交通死亡事故の発生状況について説明があったが、

反射材の着用及び明るい服装に心掛けることを周知したらどうか。

また、交通事故多発時間帯での広報啓発活動の推進をお願いする。

委員 ・ 交通事故が発生した地点を地図上で明らかにし、広報啓発活動に

役立てたらどうか。

委員 ・ 交通事故が多発する場所や時間帯に、赤色灯を点灯したパトカー

などを配置して注意喚起したらどうか。また、商業施設などの館内

放送を活用して広報啓発活動を実施したらどうか。

委員 ・ これまで園児に対し警察官から横断歩道の渡り方など指導を受け、

園児の交通事故防止の意識はとても高い。学生や高齢者の交通安全

意識を向上させる必要がある。

６ 答申

(1) 若者と連携した広報啓発活動の推進

(2) 取締り効果を発揮するため、赤色灯の常時点灯、駅付近や人通りの多い

地区、抜け道での取締り強化及びパトロールの推進
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

７ その他

(1) 令和６年速度取締りの指針説明

(2) 令和６年第１回天白警察署協議会は、２月中旬に開催を予定している


